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平成27年6月3日 

神奈川県高等学校体育連盟バレーボール専門部 

 

神奈川県高等学校体育連盟バレーボール専門部における 
「給水のためのタイムアウト」の取り扱いについて 

 

熱中症防止を目的として，神奈川県高等学校体育連盟バレーボール専門部が主催または主管する大会にお

いて，会場ごとに競技責任者が会場の状況(コンディション)から判断して，各セットに1回「給水のための

タイムアウト」を適用できるものとする。 

 適用の条件および取り扱いについては，次の通りとする。 

 

１ 原則として，6月から10月までの間に開催される大会において，体育館の室温が28℃ 以上となるよう

な場合，会場ごとに競技責任者の判断により，30秒または60秒の給水のためのタイムアウトが適用され

る。 

 

２ 各セット，リードするチームが13点に達したとき，および、両チームの得点が30点になったとき

（30-30）,給水のためのタイムアウトが自動的に適用される。その際，セカンドレフェリーがホイッスル

して，選手がコートから退くよう促した後に，計時を開始する。ハンドシグナルは示さない。 

第3セットは，リードするチームが13点に達しコートチェンジした後に，引き続き，給水のためのタ

イムアウトが適用される。その際，ファーストレフェリー側を通ってコートチェンジしたチームの最後尾

の選手が，ベンチ側のサイドラインを通過した時点で，セカンドレフェリーがホイッスルし，計時を開始

する。 

 

３ 給水のためのタイムアウトは，給水および汗拭きを目的とするものであり、選手はウォームアップエリ

ア付近で給水を行う。給水を行うか否かの判断は，選手本人の意思による。給水を行わなくても，選手は

ウォームアップエリア付近にとどまらなければならない。フリーゾーンを使用したウォームアップは認め

られない。交代選手も同様とする。ただし，モップをかけるために，チームメンバーがコートに入ること

はできる。 

 

４ 監督を除くチームスタッフは，ベンチに座っていなければならない。監督は立ったままでもかまわな

い。ただし，マネージャー等のチームスタッフが生徒の場合は，この限りではない。 

(監督等が戦術的な指示をするのではなく，あくまでも給水および汗拭きの時間とする。) 

 

５ 給水のためのタイムアウトが終了したら，セカンドレフェリーはホイッスルし，選手がコートに入り元

のポジションに位置するよう促す。（吹笛まで，選手はコート内に入ることはできない。） 

第3セットは，選手がコートに入ったら，セカンドレフェリーおよびスコアラーは直ちにポジションを

確認する。 

(給水のためのタイムアウトの直前のラリーでプレーした選手が，コートに入るものとする。) 

 

６ 正規の中断(タイムアウト，選手交代)やリベロリプレイスメントよりも，給水のためのタイムアウトを

優先し，正規の中断やリベロリプレイスメントは，給水のためのタイムアウトの後に行う。 

 

７ タイミングが遅れた場合は，確認できた時点で給水タイムを適用する。 
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以上 

令和8年5月13日 改訂 


